
①算数，国語，社会等の複数の教科を横断して読解力を育てる指
導を行う

②ドラマ科やプロジェクト学習週間を設定して表現力や課題解決
力を育てる

①既有の知識・技能を活用させる問題解決的な学習を設定する
②読む・書く・話す・聞くという四言語活動を関連づけて取り入れる
③情報の取り出し・解釈・熟考・評価を関連づけて取り入れる
④音声言語と文字言語を変換させながら表現をさせる
⑤個別学習，小集団学習，一斉学習を組み合わせる

①家庭での親子読書や地域図書館の利用を促す
②作文やレポート，問題づくり等の課題探求型の宿題を出す

①複数の資料を比較・統合して結論を出させる
②資料の先読みや資料の間違った箇所の訂正をさせる
③生活の中の身近な題材や社会問題を学習内容として取り上げる

①思考と表現の型を教えて個性的に活用させる
②思考でも表現でも常に主題を意識化させる
③内容理解だけでなく作品批評や制作技法の評価を行わせる場
面を設定する

①サークルタイムや相互評価を通して考えの深化や表現の練り上
げをさせる

②学習規律のあり方をグループで考えさせてルールを守らせる
③宿題の答え合わせや宿題の作品発表を学級全体で行わせる

①多様な表現活動をさせる（パペット劇，続き話づくり，書き換え，
条件作文等）

②即興表現を行わせて豊かな発想力や表現する意欲を育てる
③異なる形式のテキストを組み合わせてまとめさせる（レポート，
新聞）

①カルタを用いて自分の考えや創作物の構想をまとめさせる
②常に「なぜ？」を問い，それに自ら論理的に答えるようにする
③資料の裏にある仮説・根拠・仮定を考えさせる

①常に自分の言葉で考えて，自分の考えを論理的に表現させる
②自らの調査や実験等で収集したデータをもとにして資料を作成
させる
③自己成長や学力向上の軌跡を振り返らせて自信をつける

①朝の始業前に学力に課題のある子に対して補充指導を行う
②授業中に課題達成力の違いに応じて異なる学習課題を与える
③一人ひとりのレベルに応じた学び方を育成する

１．　　
カリキュラム

編成

３．　　
家庭学習
との連携

２．　　
単元構成

❶
多
様
な

　

資
料
の
活
用

❷
型
の
提
示
と

活
用

❸
共
同
的
集
団

づ
く
り

❹
表
現
活
動

　
　

の
重
視

　❺
思
考
の

　

活
性
化

　❼
個
に
応
じ

た
指
導

❻
自
分
づ
く
り

・読解力

・表現力，課題解決力

・問題解決力
・総合言語力
・調査研究力
・モード変換力
・協力性，協調性

・読書習慣
・表現力，思考力

・比較分析力
・先を読む力，修正力
・生活に生かす力

・基礎学力を生かす力
・主題把握力
・作品評価力

・討論力，相互評価力

・学習規律
・協力性，協調性

・表現力

・即興表現力
・総合表現力

・発想力，関係構造化力
・論理的思考力
・洞察力，推察力

・自ら考える力
・主体的な資料作成力

・自信，自尊感情

・基礎学力，自尊感情
・基礎学力，自尊感情
・学び方のスキルと態度

フィンランド・メソッドとつけたい力の整理表
領域 メソッド つけたい力

４
．
指
導
方
法

スピーチでの話の型と順序を黒板に短冊で示す

フィンランド・メソッドは、子どもの思考力と表現力を、型の活用とグループ学習による子どもの学
び合いを通して育てる教育手法です。フィンランド・メソッドの第一人者であるメルヴィ・ヴァレ先
生に教えていただいた30個の方法を整理してみました。授業を組み立てる際に参考にしてください。

10 季刊理想 2009・夏号 9季刊理想 2009・夏号

書
く
・
話
す
基
本
的
な
能
力

　
日
本
の
教
育
で
は
こ
れ
ま
で
、
論
理
的
に
筋

道
を
捉
え
、「
第
一
に
〜
で
す
。
第
二
に
〜
で
す
」

「
な
ぜ
な
ら
〜
だ
か
ら
で
す
」「
私
は
賛
成（
反
対
）

で
す
。
な
ぜ
な
ら
〜
」
と
い
っ
た
分
か
り
や
す

い
話
し
方
、伝
え
方
、意
見
の
整
理
の
仕
方
な
ど
、

言
語
技
術
や
方
法
論
を
意
識
的
に
教
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
「
季
刊
理
想
」
春
号
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
は
人
の
意
見
に
対
し
て
自
分

の
立
場
を
明
確
に
し
な
が
ら
論
理
的
に
意
見
を

述
べ
、
他
人
と
協
同
し
つ
つ
、
一
つ
の
テ
ー
マ

を
発
展
さ
せ
て
い
く
話
し
方
や
書
き
方
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　
Ａ
領
域
は
、
そ
う
し
た
論
理
的
に
分
か
り
や

す
く
書
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
基
本
的
な
能

力
を
育
て
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
授
業
の
取
り

組
み
例
を
、
初
級
・
中
級
・
上
級
の
段
階
別
に

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

短
い
時
間
を
使
っ
て
取
り
組
め
る

　
初
級
編
　
　
ま
ず
、
明
日
か
ら
で
も
授
業
の

あ
り
方
を
変
え
ず
、
子
ど
も
に
も
先
生
に
も
負

担
を
強
い
ず
に
、
短
い
時
間
を
使
い
な
が
ら
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

授
業
が
始
ま
る
前
、
あ
る
い
は
放
課
後
の
10
分

ぐ
ら
い
を
使
っ
て
で
き
る
方
法
で
す
。

●
小
学
校
低
学
年
、
中
学
年

方
法
　
デ
ジ
カ
メ
を
用
意
し
、
子
ど
も
に
順
番

に
渡
し
て
、自
宅
で
写
真
を
撮
ら
せ
る
。
そ
の
際
、

夏
と
か
、
家
族
、
ペ
ッ
ト
な
ど
の
テ
ー
マ
を
決

め
る
。
撮
影
し
た
写
真
は
教
室
の
テ
レ
ビ
で
み

ん
な
で
見
な
が
ら
、
３
分
程
度
の
ス
ピ
ー
チ
を

さ
せ
る
（
写
真
で
な
く
絵
を
描
か
せ
て
も
よ
い
）。

ポ
イ
ン
ト
　
ス
ピ
ー
チ
は
、
好
き
な
よ
う
に
話

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
話
し
方
の
順
序
を
短
冊

に
書
い
て
黒
板
に
貼
る
な
ど
し
て
、
型
（
こ
つ
）

を
あ
ら
か
じ
め
教
え
る
。

　「
今
日
は
○
○（
た
と
え
ば
、
私
の
家
族
）
に

つ
い
て
、
お
話
し
ま
す
。↓
ま
ず
、
こ
の
写
真
を

見
て
く
だ
さ
い
。↓
こ
れ
は
○
○
を
撮
っ
た
写
真

で
す
。↓
私
は
こ
れ
を
写
し
て
い
る
と
き
、○
○

の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。↓
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い

ま
す
か
」

　
こ
の
型
の
中
身
は
子
ど
も
が
自
由
に
つ
く
る
。

だ
か
ら
個
性
は
生
か
さ
れ
る
。
話
す
型
は
、
分

か
り
や
す
く
、
論
理
的
に
話
す
た
め
の
補
助
輪

で
あ
る
。
い
ず
れ
外
す
こ
と
が
前
提
。
話
す
習

慣
を
つ
け
る
モ
デ
ル
だ
。

展
開
　
１
年
間
で
何
回
も
経
験
さ
せ
る
。
ほ
か

の
子
ど
も
の
発
表
を
見
て
、
教
え
合
い
、
学
び

合
う
。
次
第
に
大
き
な
声
が
出
せ
た
り
、
堂
々

と
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。
大
切
な
の
は
、
型
を

使
っ
て
話
し
、
拍
手
を
も
ら
う
と
嬉
し
く
な
っ

て
自
信
が
つ
き
、
も
っ
と
そ
の
型
で
話
し
た
く

な
り
、
子
ど
も
が
型
の
使
い
方
を
自
ら
工
夫
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。

●
小
学
校
高
学
年
・
中
学
校

方
法
　
新
聞
の
コ
ラ
ム
（
朝
日
新
聞
の
天
声
人

語
な
ど
）
を
読
ま
せ
、
話
を
さ
せ
る
。
ま
た
、

２
０
０
字
程
度
で
要
約
さ
せ
る
。

ポ
イ
ン
ト
　
話
す
際
に
課
題
を
出
す
。「
記
者
が

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
短
い
言
葉
で
表
し
な
さ

い
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か
、
３
つ
挙
げ
な
さ
い
」

「
記
者
の
考
え
に
反
対
？
　
賛
成
？
」「
新
た
に

学
ん
だ
こ
と
は
な
ん
で
す
か
」
な
ど
。
さ
ら
に

書
か
せ
る
際
に
は
、
た
だ
書
く
の
で
な
く
、
書

き
方
の
条
件
を
出
す
。

　「
記
者
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。↓
そ
れ
に
対

し
て
私
は
こ
う
思
う
。↓
な
ぜ
な
ら
〜
だ
か
ら
。

↓
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
調
べ
た
。↓
結
論

と
し
て
の
考
え
は
こ
う
で
あ
る
」
な
ど
の
型
に

し
た
が
っ
て
書
か
せ
る
。

展
開
　
話
は
10
分
ぐ
ら
い
で
も
で
き
る
が
、
書

く
こ
と
は
宿
題
に
出
す
。
１
年
間
実
践
す
る
と
、

論
理
展
開
の
リ
ズ
ム
を
覚
え
ら
れ
る
。
書
い
た

も
の
は
教
室
に
掲
示
し
て
、
意
見
交
換
の
材
料

と
し
て
も
よ
い
。
友
だ
ち
の
意
見
に
「
根
拠
を

交
え
て
反
論
し
て
み
な
さ
い
」
と
い
う
指
示
を

出
し
て
も
い
い
。

自
分
の
言
葉
と
整
理
の
仕
方
で

　
中
級
編
　
　
一
つ
の
単
元
が
終
わ
っ
た
ら
、

５
時
間
く
ら
い
授
業
に
組
み
込
ん
で
い
く
例
。

私
は
言
葉
の
力
を
つ
け
る
ぴ
っ
た
り
の
方
法
と

し
て
「
教
科
新
聞
」
の
制
作
を
勧
め
ま
す
。
昭

和
50
年
代
後
半
か
ら
60
年
代
前
半
に
よ
く
行
わ

れ
た
か
ら
、
経
験
し
た
先
生
も
多
い
。
復
活
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

方
法
　
２
、
３
時
間
と
っ
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
と

文
章
の
書
き
方
を
教
え
る
。
新
聞
の
大
き
さ
は

小
学
生
な
ら
Ａ
４
、
中
学
生
で
Ｂ
４
。
単
元
が

終
わ
っ
た
時
点
で
、
教
わ
っ
た
内
容
を
ま
と
め

る
。
文
章
量
は
４
０
０
字
く
ら
い
。

ポ
イ
ン
ト
　
教
科
新
聞
で
大
切
な
の
は
、
教
わ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
分
の
言
葉
と
自

分
の
整
理
の
仕
方
で
ま
と
め
、
表
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
」「
こ
こ
が
解
き

方
の
コ
ツ
」「
こ
こ
に
注
意
」「
こ
こ
が
落
と
し
穴
」

な
ど
気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
つ
ま
り
、

先
生
の
言
う
こ
と
だ
け
の
理
解
で
は
な
く
、
自

分
な
り
に
「
分
か
り
直
す
」
こ
と
だ
。
初
級
編

の
条
件
作
文
と
同
様
、
言
葉
の
力
を
つ
け
る
に

は
最
適
だ
。

展
開
　
自
分
な
り
の
ま
と
め
を
す
る
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
に
個
性
が
出
る
。
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

り
、
多
色
の
鉛
筆
を
用
い
て
書
き
分
け
る
楽
し

さ
も
あ
る
。
ま
た
、
よ
く
書
け
た
例
を
発
表
し

た
り
、
ど
こ
が
い
い
の
か
意
見
を
出
し
合
っ
た

り
す
る
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
頭
の
中

の
引
き
出
し
が
整
理
さ
れ
て
い
く
。
繰
り
返
し

て
い
く
と
次
第
に
自
信
に
あ
ふ
れ
た
書
き
方
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
ド
リ
ル
問
題
で
は
得
ら
れ

な
い
教
育
効
果
が
現
れ
る
。

教
科
書
の
説
明
文
を
発
展
さ
せ
る

　
上
級
編
　
　
国
語
科
教
科
書
教
材
の
書
き
換

え
に
よ
る
説
明
文
の
創
作
表
現
で
す
。
10
時
間

程
度
、
活
用
に
よ
る
活
動
と
し
て
授
業
に
組
み

込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
拙
著
『
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
の
学
力
革
命
』（
明
治
図

書
）
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
、
ぜ

ひ
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

方
法
　
実
際
に
拙
著
で
紹
介
し
て
い
る
の
は
、

堺
市
立
浜
寺
小
学
校
３
年
生
の
例
で
、
教
科
書

教
材
の
説
明
文
「
盲
導
犬
の
訓
練
」
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
発
展
し
、「
人
に
優
し
い
町
づ
く
り
」

に
つ
い
て
考
え
、
カ
ル
タ
に
整
理
。
さ
ら
に
資

料
や
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
調
査
活
動
を
組
み
入

れ
、
説
明
文
の
型
を
活
か
し
て
自
分
の
言
葉
で

表
現
（
書
き
換
え
）
さ
せ
た
。

ポ
イ
ン
ト
　
教
科
書
教
材
に
あ
る
説
明
文
を
用

い
て
、
そ
の
発
展
的
な
内
容
を
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
調
査
し
、
自
分
の
言
葉
で
整
理
。
も
と
の

教
材
を
活
用
し
て
、
書
き
換
え
に
よ
る
説
明
文

の
創
作
に
取
り
組
む
。
拙
著
の
例
は
２
学
期
に

行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
入
る
前
に
１
学

期
で
別
の
説
明
文
教
材
を
用
い
て
、
す
で
に
説

明
文
の
基
本
型
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、
上
級
編
ま
で
す
ぐ
に
到
達
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
型
を
用
い
た
基
礎
的
な
学
習

に
コ
ツ
コ
ツ
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

●
田
中
博
之
●
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
教
授
。

専
門
は
教
育
工
学
お
よ
び
教
育
方
法
学
。
研
究
活
動
と
し

て
、
総
合
的
な
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、
情
報
教
育

や
小
学
校
英
語
教
育
の
単
元
開
発
、
ド
ラ
マ
と
サ
ー
ク
ル

タ
イ
ム
の
指
導
法
の
開
発
、
学
力
調
査
の
開
発
研
究
等
。

著
書
多
数
。
近
著
に
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
の
学

力
革
命
』（
明
治
図
書
）
が
あ
る
。

前
号
の
田
中
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
、
全
国
の
先
生
方
か
ら
「
実
践
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」
と
多
く
の
反
響
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
号
よ
り
４
回
に
わ
た
っ
て
、
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
「
言
葉
の
力
を
育
て
る
」
メ
ソ
ッ
ド
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
回
目
は
、「
論
理
的
に
思
考
し
た
り
表
現
す
る
力
」（
Ａ
領
域 

）
が
テ
ー
マ
で
す
。
　※

別
表
「
言
葉
の
力
を
育
て
る
」
教
育
メ
ソ
ッ
ド
一
覧
を
参
照

シ
リ
ー
ズ
・「
言
葉
の
力
」を
育
て
る
授
業
①
　田
中
博
之
先
生

論
理
的
に
分
か
り
や
す
く
話
す･

書
く
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
。

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
教
授
）

子どもたちが考えたことを、カルタに整理して話し合う

「
言
葉
の
力
を
育
て
る
」教
育
メ
ソ
ッ
ド
一
覧

領
域
Ａ…

論
理
的
に
思
考
し
た
り
表
現
す
る
力

領
域
Ｂ…

人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
力

領
域
Ｃ…

イ
メ
ー
ジ
や
感
性
を
豊
か
に
創
造
す
る
力

領
域
Ｄ…

実
践
や
行
動
に
つ
な
げ
る
力

領
域
Ｅ…

自
分
を
励
ま
し
創
る
力

領
域
Ｆ…

言
葉
と
そ
の
使
い
方
を
評
価
す
る
力

（
文
科
省
「
言
語
力
養
成
協
力
者
会
議
」
の
提
言
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　田
中
先
生
の
提
案
を
加
え
た
も
の
）

読まれる
通信づくり
のヒント⑤

私
た
ち
は
生
き
て
い
く
上
で
、
イ

メ
ー
ジ
や
感
性
だ
け
で
な
く
、
論

理
的
に
考
え
、
き
ち
ん
と
言
葉
を

使
っ
て
論
理
的
に
表
現
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

た
ち
は
生
き
て
い
く
上
で
、

イ
メ
ー
ジ
や
感
性
だ
け
で
な

く
、
論
理
的
に
考
え
、
き
ち
ん
と

言
葉
を
使
っ
て
論
理
的
に
表
現
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私

作
文
を
書
い
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が

お
互
い
に
評
価
す
る
時
間
を
設
け
た

り
、
作
品
を
掲
示
し
て
友
達
の
よ
い

表
現
を
自
分
の
作
品
に
生
か
し
た
り

す
る
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

作
文
を
書
い
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が

お
互
い
に
評
価
す
る
時
間
を
設
け
た

り
、
作
品
を
掲
示
し
て
友
達
の
よ
い

表
現
を
自
分
の
作
品
に
生
か
し
た
り

す
る
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。
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以下の例のように、記事の冒頭の一文字を大きくし
てみましょう。小見出しが入る段落ごとに大文字が
冒頭にあれば、紙面に動きや変化が出て、読者の関
心をひきつけることができます。

「冒頭の一文字」を大きくする

文中の書体を
変える

すぐにできるテクニックで
紙面に変化を
ちょっとしたテクニックを使って、紙面に目を引かせたり、
読みやすいというイメージを与えたりすることができます。
すぐにできる小技をご紹介します。

すべて同じ書体の記
事にせず、要所要所
（特に注目させたい部
分）の言葉、あるい
は文章の書体を変え
て見ましょう。基本
が明朝体なら、その
部分のみゴチックや
　　　　に。こ れ だ
けで紙面に変化が出
ます。同様に、アン
ダーラインを引く方
法もあります。

２色以上の場合、記事の、ある
段落のみ文章のバックに薄く色
を敷くと、その部分が強調され、
紙面に美しい変化をもたらしま
す。１色でも薄墨をバックに敷
くと紙面にメリハリが出ます。

薄く色を敷く
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びっしりと文字が詰まっている記事は、
読者に圧迫感を抱かせます。記事と記事
の間には適当な間隔の「白い部分」をつ
くりましょう。紙面にゆとりを感じさせ、
親しみやすく、また読みやすくさせます。

「白」を上手に生かす
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